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　　 　 1ヒ has 　 been 　 a85umed 　that ： ambient 　temperatures 　（Ta ｝　ean 　exert 　 ma ゴOr 　　influence 　 on 　the
rehabilitation 　 of 　 patient8　 with 　 myoca ：dial 　infarction 　　（M 工｝　　for 　＝ eparticipatio ロ 　in　their

80cial 　activities ．　　 Exe ＝ ci8e 　testings 　were 　performed 　on 　the 　p己tients 　with 　M 工　in　different 　Ta

for 　co 岡pari80n 　of 　itS 　inf亅Luence 　on 　セhe　work 　capaCity 　and 　ca ：diac 　functions ．

　　　 Mu ユti8tage 　 bicycle 　 ergorn 飩 er 　 testings 　 were 　 e 細 ned 　 8ta ＝t加 g　 off 　 with 旦 exerOiSe 　 level

of 　 25W 　 and 　 increased 　 25W 　every セhree 　 minutes ．　 and 七he 　 patients 　 were 　 progressed セhe　 cou ： 5e 　 of
．
more 　than 　　two 　months 　　after 　the 　　a セ七ack 。　　 The 　　patients 　were 　put　on 　semilength 　　shirts ，　and

placed 　in　the 　artificial 　c ユimate 　ohalnber 　with 　a 　hu皿 idity 　of 　60 亀　and 　Ta 　of 　］5 ，　25 　and 　350C ．

　　　 Maxtmum 　 work 　 capacity 　 unde ＝ Ta 　 of 　 25 °C 　 wa8 七he 　 greatest 　 than 　 the 　other 　 temperatures ．
Of 　the 　diffe ＝ ent 　Tar 鵬 x 圸   hea   ate 　 and 　 maximum 　 syst 。 lic ．b1 。 。d　pre8su ： e 　 were 　 the 　highest

a セ　250C ．　　Bu 七　〇 n　the 　same 　exercise 　．leveli 　heart 　rate 　wa8 　the 　highest 　at 　35eCr 　systolic 　blood

p ＝ essu ＝ e 　the 　lcrwest　at 　　350C 　　and 　o）rygen　　uptake 　　the　greate5t 　at 　　150C ．　　　 The 　cases 　to 　8top

exe ＝c ±se 　due 　t° the　subjective 　5y   t 。皿 ・ dif £ e ・ed 　little 　under 　apy 。f　Ta ’ and 　due　t 。　P＝ e胆 セu ＝ e

beat5 　0ccu ＝ ed 　rnore 　a 七　150Cr 　and 　due 　to　critical 　heart 　】：ate 　occu ＝ ed 　mo ＝ e 　at 　350C 　than 　150C 。

　　 　 Maximum 　 work 　capacity 　proved 　the 　greatest 　a セ　250C
，　and 　二t　iβ　assuned 　that 　the 　occurence

of 　pr6 【natu ： e 　beats 　gets 　m ◎ ： e　frequent 　in　the 　c 邑se 　of 　pert≡o ＝ロing 　exe ＝ ci5e 　testing 　in　15eC ，　and

exerci8e 　 at 　 1  temperature 　 may 　 exert 　 consideral ）1e 　effect 　 on 　 cardiac 　 f凱 ction ．

1 ．は じめ に ：　最 近 我 が 国 で も 軽 ・中等 症 の 心 笏 硬 塞 患 者 に ・ 発 作 後
1
急 性 期 を 脱 した 比 較 的 早 い 時 期 か ら

積 極 的 な リ ハ ビ リテ ーシ ョ
・
ン （以 下 リ ハ ）が b こ な わ れ て い る e リハが 順調 に 進 ん だ 症例 の 予 後 は良好 で あ b 、

退 院後 、 通 常 の 生 活 に 復 帰 出 来 る 例 が 多 い 。 し か し 日 常 生 活 で は 院 内 と 異 な b ・ 高 温 ，低 温 環 境 で 労 作 が 必 要

と な る こ と も あ る 。患 者 の 心 機 能 す な わ ち 心 予 備 力を 客観的 に 判 定 す る た め に ・ 現 在 数 多くの 施 設 で 心 筋 硬

塞 患者 を 対 象 に 、定 量 的 な 運 動 負 荷 試 験 が な さ れ て い る 。 しか し こ れ ら の 負荷 試 験 は 、い ず れ も 比 較 的快 適

温 度 の 検 査 室 内 で 実 施 さ れ て い る の が 現 状 で あ る 。低 温 環 境，高 温 環境 は tb 筋硬 塞 患 者 の 心 機能 を含 め た 身体

活 動 に 影 響 を b よ ぼ す も の と 思 わ れ る が ・ こ の 問 題 を論 じ た 報 告 は 少 な い 。そ こ で 著 者 ら は 人 工 気 候 室 を 使

用 し 、 陳 旧 性 心 筋 硬 塞 患 者 を 対 象 に 低 温 ， 高 温 環 境 内 で 運 動 負 荷 試 験 を行 な い ・ 環 境 温 が 運 動 耐 容 量 黔 よ び 心

機 能 に お よ ぼ す 影 響 を 比 較検 討 し た
。

ll．対 象 ：　対 象 は ・当 科 で 実 施 して い る 心 筋 硬 塞 患 者 に 対 す る 入 院 中 リハプ ロ グ ラ ム の 最 終 目標 （1回 歩 行

費 が 500 皿 で 1日 2〜3k皿 の 歩 行 と 、 階段 20段 昇降 を 4〜6回 ）を 実 施 終 了 し ・ 現 在 社 会 復 帰 中 又 は 社 会 復 帰 直 前 の

心 筋 硬 塞 患 者 18 例 で ・ 年 令 41〜61才 （平 均 54 ．2才 ）の 男 性 で あ る 。 負 荷 試 験 を 行 な っ た 時 期 は ・ 発 作 後 2〜34 カ

月（平 均 12．1 カ 月 ）で あ っ た 。 な 沿 急性 期 重 症 度 を 示 す Pee1 の 予 後 指 数 は 5−一・14（平 均 9．3）・ 平 均 入 院 期 間 は

50 ．4 日 で あ つ た 。
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田 ．方 法 ：　 Pig ．　1　va示 す ご と く・対 象症例 ほ 室 温 　　 Ante・。 。 m −
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 In

約 28ec の 前 室 で 準 備 を 整 え ・各 環 境 条 件 に 設 定 さ れ

た 人 工 気 候 室 に 入 室 し た 。環 境 条 件 は 室 温 15
°C．25

°C，35
° Cの 3種 類 に 、相 対 湿 度 60 ％ に 設 定 し た 。入 室

後 20分 の 安 静 の 後 、還 動 負 荷 試 験 は 坐 位 自転 車 エ ル

ゴ メ
ー

タ
ー

を 使 用 し、25W よ り 開 始 し て 3分 毎 に 25W

ず つ 増 量 す る 連 続 的 多 毀 階 負 荷 法 で 行 な っ た 。回 復

は 負 荷 中 止 後 20 分 t で 観 察 し た 。 負 荷 前 ・中 ・後 に

わ た b 有 線 テ レ メ
ー

タ
ー

を使 用 して 心 電 図 を 監 視 記

録 し・同 甞 に 血 圧 を 測 定 し た 。一
部 症 例 に 皮 膚 温 用

サ ー ミ ス タ ー温 度 計 で 、 驅 幹 部 と 末 梢 部 の 7カ 所 皮

膚 温 を 連 続 測 定 し た 。ま た 呼気 ガ ス を 摂 取 し て 酸 素

摂 取 量 を 算 出 し た 。負 荷 中 止 基 準 は   胸 痛 な ど の 自

覚 症 状 出 現 時 ，  安 静 時 に 比 べ ST の 2 皿皿 以 上 の 偏 位 ．重 症 不 整

脈 出現 時 ，   目 標 心 拍数 （予 測 最 大 心 拍 数 の 90％ ）到 達 時 等 と

し た （Ta 　ble 　1）。衣 服 は 半 袖 シ ャ ツ 、短 パ ン で
一

定 と し・気 候

の 影 響 を 配 鳳 し て 負荷 試験 は 春 と 秋 に 実 施 した 。

IV．結 果 ：　 各室 温 に お け る 最大 運 動耐 容量 （以 下 max ．　PWC）

は 、 15 ° Cの 室 温 で 9．4分 ・ 25 ° Cで 9．8分 、 35
° Cで 9．1分 と 室 温

25 ° C で m 盈 P胃Cは 大 き い 傾 向 を 示 し た （Fig ．2）。

　 各 室 温 で 負荷 を 中 止 した 理 由 をFig ．3に 示 す。自 覚 症 状 出

現 に よ る 中 止 は 、 室 温 15
°Cで 33 ％ 、 25

°Cで 44％ 、 35 ° C で 39％

と 室 hal5ecで や や 少 な い 傾 向を 示 し た 。 不 整 脈 出 現 に よ る 中

止 は 室 温 15℃ で 16％ と 多 く、25°C と 35
°Cで は 0 ％ で あ っ た 。

こ れ に 対 し予 測 最 大 心 拍 数 の 90 ％ に 達 し た た め の 中 止 は ・ 室

温 15 ° Cで 16％ 、25 ° C で 22％ 、 35°Gで 38％ と 高 温 に な る ほ ど 多

く の 症 例 に 認 め ら れ た 。心 電 図 ST 偏 位 の た め の 中 止 は ・ 室 温

15 ° Cで 66％ ・ 25 ° C で 50％ n35

° C で 66％ と ftb 、 室 温 25
°Cで 少

な い 傾 向 を 示 し た 。 な k・各 室 温 の 負 荷 試 験 全 経 過 で 1分 間 に 5

個 以 上 の 期 外 収 縮 の 出 現 し た 例 Ct　 N 室 温 15 ° C で 28％ 、 25 ° Cで
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（1）Subjeotiv6　 Symptom5
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Table 　 1． The 　criteria 　for　discentinuation 　of
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17％ 、35
°Cで 17％ と 低 温 下 負 荷 試 験 で 多 くの 症

例 に 期 外 収 縮 が 認 め られ た 。

　 各 室 温 の 負 荷 試 験 全 経 週 中 の 患者 の 自覚的 な

猛 冷 感 に つ い て ・ 「非 常 に 暑 い 」か ら「非常 に 寒

い 」の 間 を 9段 階 評 価 で 求 め た （Fig の 。気 温 約

28
°Cの 前 室 内 で の 温 冷 感 は 「ど ち ら と も 言 え な

い 」〜「や や 暖 か い 」の 範 囲 に あ っ た 。室 温 15 ° C

に 入 室 後 、温 冷 感 は 「涼 し い 」〜「寒 い 」と な b 、

運 動 で 「や や 涼 しい 」方 へ 移 行 す る が ・ 回 復 で は

「寒 い 」と な り平 均 皮 膚 温 は 約 29。0
°Ct で 低 下 し

た e 室 温 25
°Cで は 負荷 前 「ど ちらと も 言 え な い 」

〜厂や や 涼 し い 」で 、運 動 す る こ と で 「や や 暖 か

い 」と ftる が ・回 復 で は 中 性 点 に も ど っ た。室

温 35 ° C で の 温 冷 感 は 入 室 後 18分 よ り「や や 暑 い 」

〜「暑 い 」と な り 、 回 復 期 で も変 ら な か っ た 。

　 各 室 温 の 最 大 心 拍 数 お よ び 最 大 収 縮 期 血 圧 は

zax ．　PWC の 大 き い 室 温 25 ° Cで 多 い 傾 向 を 示 して

い た が ・ 同
一

負 荷量 の 心 拍 数 は 室 温 15 ° Cで 123

／ 分 、 25
° Cで 125 ／ 分 、 35

° Cで 131／ 分 と、s 室 温

35
“cで 最 も 多 ぐ な っ た 。 同 様 に 同

一
負 荷 量 の 収

縮 期 血 圧 は 室 温 15
° Cで 169 、 25 ° C で 167 、 350C で

160mmHg と ・ 室 温 が 高 く な る ほ ど低 い 傾 向 を 示

し て い た （Ftg．5，6）。

　 各 室 温 の 最 大酸 素摂 取量 と 同
一

負荷 量 の 酸 素

摂 取 量 は 、 室 温 15
° Cで と も に 最 大 と な り、高 温

に な る ほ ど 低 値 を示 した 。 t た 各 室 温 の 安 静 時

ts よ び 運 動 負 荷 中 の 酸 素 摂 取 量 も 低 温 で 高値 を

示 し ・ 高 温 に な る ほ ど 少 な く な る 結果 と な っ た

（Fig ．7，8）o

V ．考 察 ：　 異 な る 温 度条 件 下 で 心 筋 硬 塞 患 者

に 運 動 負 荷 試 験 を 実 施 す る場 合 に は ・ 心 臓 に 対

す る 運 動 負 荷 の 影 響 と 、環 境 温 が 運 動 時 の 循 環

系 に か よ ぼ す 影 響 の 両 者 を と も に 配 慮 し な け れ

ば な ら な い e 小 川 らの 報 告 に も あ る よ う に 、人

間 の 快 適 と感 ず る 快 適 温 域 の 平 均 皮 膚 温 は 32〜

33 ° C と 言 わ れ て bb ・ 快 適 温 域 の 範 囲 は 狭 い
。

平 均 皮 膚 温 29 ° C で 自 覚的 温 冷 感 は 「非常 に 寒 い 」

と な b 、 入 に よ っ て は ふ る え が 生 じ る と さ れ る 。

本 研 究 で 使 用 し た 薄 衣 で 室 tn　15
°Cへ の 暴 露 は 患

者 に と っ て か 左 b 寒 く、ま た 窒 温 35
°Cへ の 暴 露

は 暑 か っ た 。 しか し室 温 25 ° Cで は 暑 ぐ も 寒 く も
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な い 、 い わ ゆ る 温 冷 感 の 中 性 点 で 平 均 皮 膚 温 は 32 〜33
°Cの 範 囲 に あ っ た 。 こ の こ と か ら環 境 温 25

°Cは 生 体 に

ts よ ぼ す 影 響 が 少 な い 様 に 思 わ れ た 。

　著 者 らが 対 象 と し た 心 筋 硬 塞 患 者 に む い て ・max ．　P胃C は 室 温 25
°Cで 他 の 室 温 と 比 較 し て 大 き い 傾 向 を示 し た 。
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負 荷 の 強 度 を 年 令 別 最 大 心 拍 数 で み る と ・ ど の 室 温 に 誇 い て も 80 〜90％ の 中 等 量 の 負 荷 で あ っ た 。 室 温 15 “ c

の 負 荷 試 験 で は 心 電 図 変 化 ・特 に 不 整 脈 （大 部 分 心 室 性 期 外 収 縮 ）の 出現 に よ る 中 止 が あ り ・ 室 温 35
°Cで は 目

標 心 拍 数 到 達 に よ る 中 止 が 多 く ・ ま た 室 温 25 ° Cで は 自 覚 症 状 中 止 例 が 多 い 結 果 と な っ た 。吉 田 ら は ・
一

応 の

健康 水準 に あ る 6ユ．2才 の 高年者群 に つ い て ・ 異 な る 温 度 条 件 下 で 運 動 負 荷 試 験 を 行 な la　s 低 温 下 （15
° C）で 不

整 脈 の 出 現 ，虚 血 性 の ST低 下 を 認 め て い る 。 明 ら か 左 冠 動 脈 疾 患 を 有 さ な い 正 常 高令 者 の 低 温 環 境 に お け る 運

動 時 不 整 脈 発 生 機 序 と 虚 血 性 ST変化 は 不 明 な 点 が 多 い
。 し か し寒 冷刺激 に よ る 冠 動 脈 の spas 皿 ・ す な わ ち 自 律

神 経 系 の 関 与 も一因 と 思 わ れ る 。

　 負 荷 中 最 大 心 拍 数 ．最 大 収 縮 期 血 圧 は 室 温 25 ° Cで 最 も 高値 を 示 し た が ・ 同
一

負荷 量 の 心拍 数 は 室温 35° Cで 多

く ま た 、安静 期 ，回 復 期 と も に 他 の 室 温 と 比 較 し て 高 値 で あ っ た 。 熱 の 放 散 に よ る 皮 膚血 流量 の 増 加 が 心 拍数

の 増 大 を きた す の も
一

因 と思 わ れ る 。

　酸 素摂 取 量 は 全 身 の 運 動 量 を 示 す 指 標 と し て ひ ろ く 測 定 さ れ て い る。そ し て 高 温 環 境，低 温 環 境 の 身 体 運 動

時 酸 素摂 取 量 の 比 較 は 多 く報 告 さ れ て い る が ・ そ の 大 部 分 は 正 常者 を対 象 と して い る 。本 研 究 で は 最 大 酸 素

摂 取 量 ． 同
一

負荷 量 の 酸 素摂取量 は と もに 室 温 15
°Cで 高値 を 示 し ・ 高 温 に な る に つ れ て 少 t く な っ た 。 入 室 優

の 安 静 時 酸 素 摂 取
・
量 で も 低 温 に な る ほ ど 高値 を 示 して い た。そ こ で 最 大 酸 素 摂 取 量 と 安 静 時 醸 素 摂 取 量 の 比

（M田 ！）で 比較 す る と ・室 温 15 ℃ で 4．6＋ 0．9・25°C で 4．7十 e．　S・35 ℃ で 4．4十 1．0 と 室 温 35°Cで や や 低 い 傾 向を示

し た が 、 各 室 温 間 で 差 は み ら れ な か っ た 。低 温 環 境 で は 筋 緊 張 の 亢 進 な ど に よ り 体 酸 素 消費 が 高 t る た め と

思 わ れ る。

V1．　 b わ b に ：　 低 温 下 負 荷 試 験 で は 不 整 脈 出 現 が 多 く ・ 高 温 下 で は 心 拍 数 の 増 大 な ど が あ り・気 温 条 件 の

き び し い 時 の 身体 活 動 は 心 臓 へ の 負 担 が 多 ぐ b 外 来 指 導 の 面 に も 十 分 注 意 を 要 す る も の と 思 わ れ る 。
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